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図 1‥方位角 4,(r,i)のt-10(A),100(B),200(C),2000(D)でのスナップショットと図Dの
破線位置での時空間パターン(E)0
ここで､M は正定数､f≡12C(1-0)/(1+4,)および9…-(71+72)4,-(71-72)は反応項で､
71と72はそれぞれ trans-cisと cis-transの反応速度を表す｡これらの反応項はReigadaet
al.[61によって用いられたものを単純に拡張したものである｡また､波の伝搬が照射する光の偏向
方向に強く影響されるという実験事実から､反応速度71が次のような異方性をもつと仮定する :
gl(B･C)2｡ ここで､glは正定数､丘≡(coso,sine)は光の偏向方向を表す｡
本発表では､上記のモデルによる数値シミュレーションと線形安定性解析の結果を示す｡これ
らはともに実験で得られている結果を定性的によく説明する｡図 1に数値シミュレーションで得
られた結果の一例として､方位角¢[C-lcl(cos¢,sinゅ)で定義される1の時間発展の様子を示す｡
一様な状態が不安定化し進行波が出現しているのがわかる｡
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